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　近年では、脳画像技術や解析技術の目覚ましい発展により、
非侵襲的に高い空間解像度で脳の構造、機能が可視化できるよ
うになってきている。リハビリテーション領域においても脳機
能／構造イメージングは増々注目されようになってきている。
特に、脳機能／構造イメージングは脳損傷や脳疾患により生じ
る症状のメカニズムの解明やリハビリテーション効果の検証

（神経可塑性の評価）、また予後予測の一助としても積極的に利
用されるようになってきている。我々はこれまで、臨床への還
元を念頭に置いたヒトの認知や学習、行動と脳活動の対応関係
を検討する基礎研究、また臨床における脳機能／構造イメージ
ングの有用性（鑑別診断補助、病巣と症状の対応関係、症状の
予後予測）を検証する臨床研究に従事してきた。
　研究手法としては、神経心理学的検査や運動課題、また MRI
をはじめとする脳機能／構造イメージングを用いている。ここ
では、最近に実施した 2 つの研究成果について報告する。まず、
日常生活においてしばしば経験される「複数の課題を同時に行う
ことで生じるパフォーマンス低下（いわゆる二重課題干渉）」に
着目し、その神経メカニズムを検討した。健常若年成人を対象
に、運動課題と認知課題を同時に遂行する二重課題を用いた結
果、単一課題と比較して両課題の成績低下が認められるととも
に、右背外側前頭前野の活動増加および右前頭─頭頂ネットワー
クにおける情報伝達の増強が確認された（図 1）。さらに、このネッ
トワークの結合性増加が大きいほど認知課題成績の低下が顕著
であることが示され、過剰な認知負荷状態を反映する脳活動指

標となる可能性が示唆された。本知見は、マルチタスク環境にお
ける認知機能低下の神経基盤の理解に寄与するとともに、認知
機能トレーニングやリハビリテーションにおける評価指標の確立
に繋がることが期待される。さらに、大脳皮質および皮質下の神
経細胞の興奮性を調節する非侵襲的脳刺激法として注目される
経頭蓋電気刺激の有効性について検討した。特に、比較的新し
い手法である経頭蓋ランダムノイズ刺激（tRNS）に着目し、健
常若年成人を対象とした無作為化比較試験によりワーキングメ
モリ機能への影響を評価した。その結果、左背外側前頭前野へ
の tRNS により、他の刺激条件と比較して有意な課題成績の向上
が認められた。また、もともとの成績が低い個人ほど改善効果が
大きいことが示され、個別化介入の重要性が示唆された。さらに、
刺激による不快感は極めて低く、安全性の高い介入法であるこ
とも確認された。これらの結果は、tRNS がワーキングメモリ低
下を伴う神経・精神疾患に対する新たなリハビリテーションにお
ける有効な治療戦略となる可能性を示すものである。
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